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【公開番号】特開2017-189262(P2017-189262A)
【公開日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-040
【出願番号】特願2016-79208(P2016-79208)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月4日(2019.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果を導出し、該表示結果に応じて入
賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　遊技の制御を行う遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信された制御情報に基づいて演出を行う演出制御手段と、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段と、
　前記遊技制御手段に制御される第１報知手段と、
　前記演出制御手段に制御される第２報知手段と、
　を備え、
　前記遊技制御手段は、
　　導出を許容する表示結果を決定する事前決定手段と、
　　表示結果を導出する制御を行う手段であって、前記事前決定手段の決定結果が複数種
類の特定決定結果のうちいずれかの種類の特定決定結果となった場合において、該特定決
定結果の種類に応じた操作態様にて前記導出操作手段の操作がされたときに、該特定決定
結果の種類に応じた操作態様以外の操作態様にて前記導出操作手段の操作がされたときよ
りも遊技者にとって有利な表示結果を導出する制御を行う導出制御手段と、
　　前記事前決定手段の決定結果がいずれかの種類の特定決定結果となったときに、該特
定決定結果の種類に応じた操作態様に対応する遊技操作態様情報を前記第１報知手段に報
知させる制御を行うことが可能な第１報知制御手段と、
　　前記事前決定手段の決定結果がいずれかの種類の特定決定結果となり、該特定決定結
果の種類に応じた操作態様に対応する遊技操作態様情報を前記第１報知手段に報知させる
場合に、該特定決定結果の種類に応じた操作態様を特定可能な操作態様制御情報を前記演
出制御手段に対して送信する操作態様制御情報送信手段と、
　　を含み、
　前記演出制御手段は、前記操作態様制御情報を受信したときに、該操作態様制御情報か
ら特定される特定決定結果の種類に応じた操作態様に対応する演出操作態様情報を前記第
２報知手段に報知させる制御を行う第２報知制御手段を含み、
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　前記操作態様制御情報送信手段は、前記第１報知手段により前記遊技操作態様情報の報
知が開始される前に、前記操作態様制御情報を前記演出制御手段に対して送信し、
　前記第１報知制御手段は、
　　遊技操作態様情報の報知を開始させた後、該遊技操作態様情報に対応する操作態様で
前記導出操作手段が操作された場合に、該遊技操作態様情報の報知を継続させる制御を行
い、
　　遊技操作態様情報の報知を開始させた後、該遊技操作態様情報に対応する操作態様と
は異なる操作態様で前記導出操作手段が操作された場合にも、該遊技操作態様情報の報知
を継続させる制御を行い、
　前記第２報知制御手段は、
　　演出操作態様情報の報知を開始させた後、該演出操作態様情報に対応する操作態様で
前記導出操作手段が操作された場合に、該演出操作態様情報の報知を継続させる制御を行
い、
　　演出操作態様情報の報知を開始させた後、該演出操作態様情報に対応する操作態様と
は異なる操作態様で前記導出操作手段が操作された場合に、該演出操作態様情報の報知を
終了させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、
　遊技用価値の付与を伴う付与入賞が発生したときに、該付与入賞の種類に応じた数の遊
技用価値を付与する遊技用価値付与手段と、
　遊技者にとって有利に制御する有利制御手段と、
　特定期間において付与された遊技用価値の総数である特定期間付与総数に占める特定期
間のうち有利に制御された期間において付与された遊技用価値の総数である特定有利期間
付与総数の割合である特定有利期間付与割合を算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出された特定有利期間付与割合を特定可能に報知する特定報知手
段と、
　をさらに備える、スロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　この種のスロットマシンでは、当該スロットマシンの射幸性の度合いについて試験を行
い、その結果が基準を満たすか否かによって射幸性が過度に上がらないように担保してい
た（例えば、特許文献１参照）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２４７５３８号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、このような従来の方法では、スロットマシンが市場に出荷された後の状
況は把握することができないため、市場出荷後も引き続き射幸性が過度に上がらないよう
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に担保できるものではなかった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、市場に出荷された後も射幸性の度合いとなる情報を確認することができるス
ロットマシンを提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１のスロットマシンは、
　　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果を導出し、該表示結果に応じて入
賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　遊技の制御を行う遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信された制御情報に基づいて演出を行う演出制御手段と、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段と、
　前記遊技制御手段に制御される第１報知手段と、
　前記演出制御手段に制御される第２報知手段と、
　を備え、
　前記遊技制御手段は、
　　導出を許容する表示結果を決定する事前決定手段と、
　　表示結果を導出する制御を行う手段であって、前記事前決定手段の決定結果が複数種
類の特定決定結果のうちいずれかの種類の特定決定結果となった場合において、該特定決
定結果の種類に応じた操作態様にて前記導出操作手段の操作がされたときに、該特定決定
結果の種類に応じた操作態様以外の操作態様にて前記導出操作手段の操作がされたときよ
りも遊技者にとって有利な表示結果を導出する制御を行う導出制御手段と、
　　前記事前決定手段の決定結果がいずれかの種類の特定決定結果となったときに、該特
定決定結果の種類に応じた操作態様に対応する遊技操作態様情報を前記第１報知手段に報
知させる制御を行うことが可能な第１報知制御手段と、
　　前記事前決定手段の決定結果がいずれかの種類の特定決定結果となり、該特定決定結
果の種類に応じた操作態様に対応する遊技操作態様情報を前記第１報知手段に報知させる
場合に、該特定決定結果の種類に応じた操作態様を特定可能な操作態様制御情報を前記演
出制御手段に対して送信する操作態様制御情報送信手段と、
　　を含み、
　前記演出制御手段は、前記操作態様制御情報を受信したときに、該操作態様制御情報か
ら特定される特定決定結果の種類に応じた操作態様に対応する演出操作態様情報を前記第
２報知手段に報知させる制御を行う第２報知制御手段を含み、
　前記操作態様制御情報送信手段は、前記第１報知手段により前記遊技操作態様情報の報
知が開始される前に、前記操作態様制御情報を前記演出制御手段に対して送信し、
　前記第１報知制御手段は、
　　遊技操作態様情報の報知を開始させた後、該遊技操作態様情報に対応する操作態様で
前記導出操作手段が操作された場合に、該遊技操作態様情報の報知を継続させる制御を行
い、
　　遊技操作態様情報の報知を開始させた後、該遊技操作態様情報に対応する操作態様と
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は異なる操作態様で前記導出操作手段が操作された場合にも、該遊技操作態様情報の報知
を継続させる制御を行い、
　前記第２報知制御手段は、
　　演出操作態様情報の報知を開始させた後、該演出操作態様情報に対応する操作態様で
前記導出操作手段が操作された場合に、該演出操作態様情報の報知を継続させる制御を行
い、
　　演出操作態様情報の報知を開始させた後、該演出操作態様情報に対応する操作態様と
は異なる操作態様で前記導出操作手段が操作された場合に、該演出操作態様情報の報知を
終了させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、
　遊技用価値の付与を伴う付与入賞が発生したときに、該付与入賞の種類に応じた数の遊
技用価値を付与する遊技用価値付与手段と、
　遊技者にとって有利に制御する有利制御手段と、
　特定期間において付与された遊技用価値の総数である特定期間付与総数に占める特定期
間のうち有利に制御された期間において付与された遊技用価値の総数である特定有利期間
付与総数の割合である特定有利期間付与割合を算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出された特定有利期間付与割合を特定可能に報知する特定報知手
段と、
　をさらに備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特定期間において付与された遊技用価値の総数である特定期間付与
総数に占める特定期間のうち有利に制御された期間において付与された遊技用価値の総数
である特定有利期間付与総数の割合である特定有利期間付与割合が算出され、報知手段に
より特定可能に報知されるので、市場に出荷された後も射幸性の度合いとなる情報を確認
することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、前面扉１ｂには、図１に示すように、クレジットとして記憶されているメダル枚
数が表示されるクレジット表示器１１、入賞の発生により払い出されたメダル枚数やエラ
ー発生時にその内容を示すエラーコード、後述のナビ報知によるリールの停止順を識別可
能な情報等が表示される遊技補助表示器１２、賭数が１設定されている旨を点灯により報
知する１ＢＥＴＬＥＤ１４ａ、賭数が２設定されている旨を点灯により報知する２ＢＥＴ
ＬＥＤ１４ｂ、賭数が３設定されている旨を点灯により報知する３ＢＥＴＬＥＤ１４ｃ、
後述するＡＴ中である旨を点灯により報知するＡＴ中ＬＥＤ１５、メダルの投入が可能な
状態を点灯により報知する投入要求ＬＥＤ１７、スタートスイッチ７の操作によるゲーム
のスタート操作が有効である旨を点灯により報知するスタート有効ＬＥＤ１８、ウェイト
（前回のゲーム開始から一定期間経過していないためにリールの回転開始を待機している
状態）中である旨を点灯により報知するウェイト中ＬＥＤ１９、リプレイゲーム中である
旨を点灯により報知するリプレイ中ＬＥＤ２０が設けられた遊技用表示部１３が設けられ
ている。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８５】
　この際、該当するリールを再び所定の定速回転で回転させる制御においては、電断が検
出された時点で設定されている励磁パターンとして定速パターンに基づいて、該当するリ
ールモータの回転制御を開始させることとなり、このような場合には、上述のように（図
３３（ａ）（ｂ）参照）、該当するリールの状態（回転状態または停止状態）によって、
該当するリールが正常に回転される場合もあれば、正常に回転されない場合もあり、正常
に回転されない場合には、該当するリールについて正常に回転させるために再始動制御が
行われることとなる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１９】
　また、遊技補助表示器１２にメダルの払出枚数を表示させる際に、払出枚数表示データ
の初期データを設定した後、払出センサ３４ｃによりメダルの払い出しが検出される毎に
、払出枚数表示データを更新して、遊技補助表示器１２の表示を更新するように制御する
構成においては、第３停止操作が行われたときにナビ報知表示データを初期化することで
、遊技補助表示器１２の表示内容を一旦非表示とし、ナビ報知表示データを初期化した後
から所定の待機期間が経過したときに、払出枚数表示データの初期データとして０枚を示
すとともに遊技補助表示器１２での表示を非表示とするデータを設定し、その後、払出セ
ンサ３４ｃによりメダルの払い出しが検出される毎に払出枚数表示データを１ずつ加算す
るように更新するように制御する構成としても良い。このような構成とすることで、ナビ
報知が終了された後にナビ報知表示データが初期化されている状態の期間と、ナビ報知表
示データを初期化した後から所定の待機時間が経過するまでの期間と、払出枚数表示デー
タの初期データを設定したときから払出センサ３４ｃにより１枚目のメダルの払い出しが
検出されて払出枚数表示データが更新されるまでの期間とにわたり、遊技補助表示器１２
の表示を非表示の状態とすることができ、本実施例の構成と同様の効果を奏し、遊技補助
表示器１２に表示された表示内容がナビ番号であるか、所定内容であるか、が誤認されて
しまうことを防止できる。尚、これらの期間、すなわちナビ報知が終了された後にナビ報
知表示データが初期化されている状態の期間、ナビ報知表示データを初期化した後から所
定の待機時間が経過するまでの期間、払出枚数表示データの初期データを設定したときか
ら払出センサ３４ｃにより１枚目のメダルの払い出しが検出されて払出枚数表示データが
更新されるまでの期間のうちいずれか一の期間のみを適用することで、遊技補助表示器１
２にてナビ報知を表示させた後、一旦非表示の状態とし、メダルの払出枚数を表示させる
構成であっても良いし、これの期間のうちのいずれか２つの期間を適用する構成であって
も良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２９】
　また、本実施例では、メイン制御部４１は、ナビ報知での遊技補助表示器１２の表示態
様では、表示器１２Ｌの第８セグメントを点灯させる一方で、払い出されるメダル枚数を
報知する表示態様では、当該表示器１２の第８セグメントを消灯させることで、２つの表
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示器１２Ｌ、１２Ｒのうちの１つの表示器の表示態様により、ナビ報知での表示態様であ
るか払い出されるメダル枚数を報知する表示態様であるかを識別可能な構成であるが、少
なくとも２つの表示器１２Ｌ、１２Ｒの表示態様を一体としてみたときに、ナビ報知によ
る表示態様と払い出されるメダル枚数の報知による表示態様とを識別可能な構成としても
良い。このような構成として、例えば、ナビ報知においてナビ番号「８」を報知する際に
は、表示器１２Ｌに「８」、表示器１２Ｒに「‐」を表示させることで一体表示として「
‐８」を表示させる一方で、払い出されるメダル枚数の報知では、表示器１２Ｌに「　」
（表示無し）、表示器１２Ｒに「８」を表示させることで一体表示として「　８」を表示
させるようにすることで、ナビ報知による表示態様と払い出されるメダル枚数の報知によ
る表示態様とが誤認されることを防止できる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３９】
　そして、リセットスイッチ２３が所定の操作手順で操作されることで、エラー状態が解
除されることで復帰条件が成立したときに、ＲＡＭ４１ｃに退避されているデータを出力
バッファに復帰させる復帰処理を行って、第１の表示内容としての払出枚数を表示させる
ための払出枚数表示データをＲＡＭ４１ｃの所定領域から出力バッファに復帰させること
で、遊技補助表示器１２に第１の表示内容として払出枚数を表示させる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５５】
　そして、リセットスイッチ２３が所定の操作手順で操作されることで、エラー状態が解
除されることで復帰条件が成立したときに、遊技補助表示器１２の出力バッファを第２の
出力バッファから第１の出力バッファに切り替えることで、遊技補助表示器１２に第１の
出力バッファに保持されている払出枚数表示データに基づいて払出枚数を表示させる。ま
た、復帰条件が成立したときに遊技補助表示器１２の出力バッファを切り替える際には、
エラー状態が解除されたことに基づいて、第２の出力バッファを初期化する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４６３】
　尚、本実施例では、１ゲームが行われる毎に、払い出し枚数等を直接、リングバッファ
の所定のセットのバッファに加算して、所定期間が経過する毎に、当該リングバッファの
データに基づいて総払出枚数等を算出して、遊技機情報表示器５０に表示させる構成であ
るが、ＲＡＭ４１ｃの非遊技データ領域の所定領域に、各リングバッファに対応する計数
用バッファを設けて、１ゲームが行われる毎に、払い出し枚数等を各リングバッファに対
応する計数用バッファに加算し、所定期間が経過する毎に、計数用バッファのデータを対
応するリングバッファに設定し、当該各リングバッファのデータに基づいて総払出枚数等
を算出して、遊技機情報表示器５０に表示させる構成としても良い。
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